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卒業⽣、修了⽣の皆様におかれましては、ますますご清祥のこととお慶び申し上げます。
2024 年度の⻄洋史学研究室の近況をご報告させていただきます。 

 
まず教員スタッフに関しましては、⾜⽴孝先⽣（教授／中世ヨーロッパ史）が着任され、

今井宏昌先⽣（准教授／ドイツ現代史)と共に⼆名の教員体制に移⾏しました。また⾮常勤
講師としては例年どおり、学内より野々村淑⼦先⽣(教育⽂化史)、学外より福岡⼤学の森丈
夫先⽣（アメリカ植⺠地時代史）をお招きしました。加えて、後期には同志社⼤学の穐⼭洋
⼦先⽣（スイス近現代史）による集中講義が設けられ、今年度も多様な時代、地域を扱った
演習や講義が開講されました。 

学部⽣に関しては、川合⼤輔、佐藤夢乃、⽥川綾乃、藤川航⽣、三浦拓駿、本告朋⾹、⼭
下勝将、⼭元秀伍、吉永伊織の計 9 名が新たに研究室へ籍を置く運びとなりました。さら
に、⼤学院修⼠課程には内部進学⽣の安達漱也（近代フランス史）、野中諒（近代フランス・
ドイツ史）、吉⽥美咲（近代ドイツ史）のほか、⼭⼝⼤学より平野怜倫（中世スペイン史）、
吉原昌希（近代イギリス史）、富⼭⼤学より堀寿暁（現代スウェーデン史）の計 6名が進学
し、研究に取り組んでいます。また、夏には院⽣の野中がフランスに史料収集のため渡航し
ました。多くの学⽣、院⽣を迎えたことで、研究室が⼿狭に感じるほどの⼤きな賑わいを⾒
せることとなりました。 

本年度は、九⼤法⽂学部創⽴ 100周年という節⽬の年となりました。事業の⼀環として、
研究室に残された『らくがき帳』の電⼦化を進めておりますが、その過程で卒業⽣・修了⽣
の皆様が研究室で過ごした⽇々がよみがえってくる感覚を覚えました。今後も研究室の歴史
を紡いでいけるよう、思いを新たにしながら、このたびの報告を終えたいと思います。卒業
⽣・修了⽣の皆様のご健勝、ならびに益々のご活躍を⼼よりお祈り申し上げます。 

（野中諒、堀寿暁、吉原昌希） 
 

 
 
会員近著 
野⼝淳ほか編／岡崎敦ほか『博物館ＤＸと次世代考古学』雄⼭閣 ⼆〇⼆四年 
宮嵜⿇⼦『ローマ帝国の誕⽣』講談社 ⼆〇⼆四年 


